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　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。
　私からは 1 年生の講義について説明させていただきます。
　 1 年生の講義には大きく分けて 2 種類あり、教養科目と専
門科目があります。
　教養科目には「歴史と文化」、「生活と科学」といった分野
を学ぶいわゆる一般教養があります。また、高校の時に履修
していない科目の知識を加える為の基礎基盤教育科目群もあ
ります。さらに英語はもちろん、中国語やフランス語、ドイ
ツ語を学ぶ外国語教育科目群があります。専門科目では、医
学科を例にあげますと、「生理学」や「生化学」に、「細胞生
物学」を学びます。これらは 2 年次に非常に活きてくる科目
になりますので、特に力を入れるべきだと思います。
　詳しくは、私が所属する医学部ゴルフ部をはじめとした部
活動に所属する者が教えさせていただきますので、是非とも
オンライン新歓をはじめとする行事に参加して、私をはじめ
とする先輩方に聞いてもらえれば懇意丁寧にお教えしたいと
思います。
　最後になりますが、大学生は高校生の時迄に比べると、圧
倒的に自由です。
　授業は自分で選択できるし、いつ学ぶのか、いつ休むのか

も選択できます。課外活動も自ら選択でき、頑張る、サボる、
本当に人それぞれで自由です。
　しかしながら、大学卒業後に就職して社会に出たときに悔
いのない学生生活だったと胸を張って言えるように最善の選
択をしていきたいものです。皆さんの活躍をお祈りしており
ます。

講 義 に つ い て 医学科 4年次　家　氏　敬　人　　

　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。私からは
部活動・サークル活動について紹介します。
　徳島大学の蔵本・常三島キャンパスには多くの部活動・サー
クル活動があり、蔵本キャンパスの学生が常三島キャンパス
の活動に参加することも可能となっています。そのため、所
属することで他学科の方と知り合うきっかけができ、交友関
係を広げることができます。また、大学では高校や中学の部
活動とは異なり、イベントや試合の運営を学生が主体となっ
て行うため、同級生を始め、先輩や後輩たちとも仲良くなる
ことができます。さらに同じ学科の先輩から授業についてア
ドバイスなどももらうことができます。
　どの部活動・サークル活動に入ろうか悩んでいる人は、ま
ず興味を持った部活動・サークル活動が行っている新歓イベ
ントに参加してみましょう！例年、イベントは対面で行われ
ますが、ここ 2 年間は zoom などを使ったオンラインで開催
していることが多かったです。どの部活動・サークル活動も
わかりやすく、工
夫を凝らした紹介
となっています。
活動内容や活動時
間など新入生の皆
さんが気になって
いることを何でも
先輩に聞ける場と

なっていますので、たくさんのご参加お待ちしております！
また、活動をしている場合は実際に様子を見学することもで
きます。気になる部活動・サークル活動を見学してみて、自
分に合った部活動・サークル活動を見つけてください。
　皆さんが充実した楽しい大学生活を送ることができるよう
願っております。

医科栄養学科４年次　勢　川　怜　花　　部活動・サークル活動について
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　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。私からは
徳島大学生協について紹介させていただきます。 　
　蔵本キャンパスに大学生協が運営する店舗は、本や文房具
を取り扱う「SHOKO-LA（しょこら）」、カフェテリアの

「KURA-LA（くらら）」、コンビニの「LUCK-LA（らくら）」、
そして食堂の「キッチン SAKU-LA（さくら）」の四店舗が
あります。
　「しょこら」は、授業や実験で使
用するペンやレポート用紙、白衣な
どがあります。また、毎年年度初め
には 教科書を生協カードで割引購入
ができます。「らくら」では、様々
な種類のお菓子やジュース、お弁当
があります。食堂の横に位置するの
で、ご飯後のおやつやジュースを
買ったりしています。「くらら」では、
多種類のあたたかいお弁当やサラ
ダ、おやつ、お弁当にもう一品でき
る小さなおかずがあります。私は、
白いカレーとビネガードリンクが好

きです。最後に食堂の「さくら」では、美味しくてあたたか
いご飯がすぐ食べられます。食堂の料理は、栄養バランスを
考えて作られているので、一人暮らしの学生の大きな味方で
す。毎月のフェアがあり、学生を飽きさせないような工夫が
なされています。九州フェアや北海道フェアなど様々なフェ
アが月替わりで、その地域で有名な料理や、四季を感じられ

る料理などが登場します。私は、
台湾まぜそばとサーモンユッケ
丼が特にお気に入りです。皆さ
んもお気に入りのメニューを見
つけてみてください。きっと食
事が楽しくなると思います。

保健学科検査技術科学専攻４年次　野　中　　　蓮　　大学生協について

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■学 友 会 活 動

クラブ名 助言・指導教員
1 水 上 競 技 部（男女） 内田　貴之

2 弓 道 部（男女） 秦　　広樹

3 硬 式 野 球 部 橋本　一郎

4 柔 道 部 和泉　唯信

5 空 手 道 部（男女） 和泉　唯信

6 卓 球 部（男女） 西岡　安彦

7 バドミントン部（男女） 西岡　安彦

8 サ ッ カ ー 部 髙橋　　章

9 ゴ ル フ 部（男女） 橋本　一郎

●運動部
クラブ名 助言・指導教員

10 バスケットボール部（男女） 吉川　幸造

11 合 気 道 部（男女） 岩佐　　武

12 硬 式 庭 球 部（男女） 髙木　康志

13 軟 式 庭 球 部（男女） 森　　健治

14 陸 上 競 技 部（男女） 米村　重信

15 準 硬 式 野 球 部 島田　光生

16 ラ グ ビ ー 部 鶴尾　吉宏

17 剣 道 部（男女） 久保　宜明

18 バレーボール部（男女） 岡久　稔也

クラブ名 助言・指導教員
1 軽 音 楽 部 橋本　一郎

2 茶 道 部 竹谷　　豊

3 地 域 医 療 研 究 会 谷　　憲治

4 栄 養 学 研 究 部 酒井　　徹

5 外 国 語 研 究 会 安倍　正博

6 室 内 楽 同 好 会 赤池　雅史

7 TIFMSA（徳島国際医学生連盟） 赤池　雅史

8 先 端 医 療 研 究 会 佐田　政隆

9 IAHSS（保健学科国際交流サークル) 田中　祐子

●文化部	

※入部等のお問合せについては、医学部学務課学生係（☎088－633－7982）へご連絡ください。

（令和４年４月〜令和４年９月）　※変更となる可能性があります

4 月 1 日㈮〜 8 日㈮
　　　　　　医学部新入生オリエンテーション
　　　　　　SIH 道場～アクティブ ･ ラーニング～
　　　　　　（医学科、医科栄養学科、保健学科）
4 月 8 日㈮〜 5 月 2 日㈪
　　　　　　学生定期健康診断
4 月11日㈪　新入生授業開始
　　　　　　（医学科、医科栄養学科、保健学科）

5 月実施　　遺骨返還・感謝状贈呈式
8 月～　　　西日本医科学生総合体育大会（主管：浜松医科大学）
8 月実施　　徳島大学オープンキャンパス（学部説明会）
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医療教育学分野　教授　赤　池　雅　史

令和３年度のコロナ禍対応について令和３年度のコロナ禍対応について

　新型コロナウイルス感染症のパンデミックが 2 年を超えまし
た。医学部は徳島大学病院と隣接し、病院実習を行うことから、
厳格な感染対策が求められています。このような状況下、ワク
チン接種を希望する学生には、医療従事者枠接種や職域集団接
種等の機会を提供してきました。また、学外臨床実習施設から
COVID-19検査を求められた場合は、検査費用を医学部が負担
する等の支援を行っています。さらに感染対策は将来医療人と
なる者にとって必須事項であることから、その教育を行うとと
もに、発熱・体調不良時には学生への個別対応・支援も行って
います。
　授業の多くはオンラインで行われ、対面実施も収容率50%
未満としています。このオンライン手法はここ 2 年間で急速に
普及し、PBL チュートリアル、グループワーク、面談、会議
等でも広く活用されています。オンライン授業に関する学生対
象アンケートでは、繰り返し視聴できる、対面と同等もしくは
それ以上に討論できる等、肯定的な意見が多数を占め、成績も
コロナ禍以前と比べて遜色がありません。さらに、オンライン
手法は場所の確保や移動が不要なため、複数の学部学科の合同
授業、海外を含めた学外講師による授業にも活用されています。
一方、実習や研究室配属・卒業研究についてはできる限り対面
で実施する方針ですが、感染拡大によって徳島大学病院での実
習は患者さんとの接触が制限されたり、約 3 割がオンラインと

なる等の影響が出ています。これに対してはスキルスラボの設
備を充実させ、オンライン医療面接実習やシミュレータによる
手技練習で代替する等の対応も行っています。
　オンライン教育がいくら普及しても、他者との関わりの中で
学ぶことの重要性にはかわりはありません。医学部では、これ
までに蓄積した感染対策のノウハウを駆使して対面教育の機会
を確保するとともに、オンライン教育の良さも活かしながら、
教育の質の向上に取り組んでいきたいと思います。

海外発表を契機に世界へ羽ばたこう！海外発表を契機に世界へ羽ばたこう！
NPO法人徳島医学研究・教育支援機構（NPO-SOMRET）理事長

徳島大学名誉教授　曽　根　三　郎

海外発表を契機に世界へ羽ばたこう！

　国立大学法人徳島大学が誕生した2004
年当時、医学部長在任中に感じたのは、
外部資金をしっかり集めて研究活動を展
開しなければ大学間競争に勝ち残れない
という思いがあった。医学部／病院は

「研究あっての教育、研究あっての診療」
という認識を強くし、若手研究者を育て

ようと教授有志が集まって設立したのが NPO-SOMRET です。
私事になりますが、学生時代は30歳までに米国へ留学と心に誓
い、時間を見つけては解剖学、病理学のラボに出入りし，先輩
の実験手伝いをしながら研究の ABC を学び、手打ちの英文タ
イプライターを買い込みブラインドタッチでの早打ちを習得。
また、徳大に来られていたフィリピンの産婦人科医の病院で 3

週間ホームステイも経験した。卒後は新設 2 年目の第三内科
（現　呼吸器・膠原病内科）に入局し、留学のためにカルテと論
文はすべて英語で書くぞと決意し、下手な英語も「学ぶより慣
れよ」の意気込みでチャレンジした。初期研修医制度もない当
時、すぐに臨床研究に取り組み、卒後 2 年目に螺良英郎教授に
連れられての国際免疫学会参加は一流研究者との出会いや学問
の雰囲気が体感でき、留学モチベーションもさらに高まったこ
とを思い出す。念願の米国留学は30歳 7 か月目に初志貫徹でき、
がん転移研究のパイオニア、IJ Fidler 博士（NCI Frederic が
んセンター）との出会いはその後の私の人生で大きな転機とな
り、まさに邂逅であった。当法人 SOMRET が支援する海外発
表奨励賞を活用し、世界へ羽ばたく契機として素晴らしいチャ
レンジと新しい出会いを楽しんで欲しいと念願しています。
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徳 島 医 学 会 報 告徳 島 医 学 会 報 告

　第264回徳島医学会学術集会は、令和 4 年 2 月20日（日）に徳
島県医師会館を会場に開催された。今回の大学側の担当は、
予防医学分野　有澤 孝吉教授、運動機能外科学分野　西良 浩
一 教 授 が 務 め た。 前 回 と 同 様 に、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 
COVID-19の感染対策を講じての開催となった。対面形式のポ
スター発表は行わず、講演は、十分な感染対策のうえ、県医
師会のネットワークを通じた Web 配信とした。ポスター（音
声入り）は、オンデマンド形式でホームページ上に 2 週間公
開し、徳島医学会賞および若手奨励賞の審査を行うこととし
た。会場では、教授就任記念講演として、地域看護学分野　
岡久 玲子教授による「ストレングスに焦点を当てた生活習慣
病予防の取り組み」、臨床神経科学分野　和泉 唯信教授による

「筋萎縮性側索硬化症（ALS）病態解明・治療法開発への試み」、
実践地域診療・医科学分野　添木 武特任教授による「心房細
動の新しい診断・治療法の開発を目指して」をご講演いただ
いた。赤池 雅史医学部長、齋藤 義郎県医師会長のご挨拶の後、
第47回徳島医学会賞及び第26回若手奨励賞授与式が行われ、
引き続いて徳島医学会賞受賞記念講演として、徳島大学病院
小児科の岡田 朝美先生による「循環血中遊離 DNA を用いた
膵β細胞傷害の新規検出法の確立」、医療法人平成博愛会博愛
記念病院の元木 由美先生による「COVID-19治療後患者に対す

る廃用リハビリテーションの重要性」をご講演いただいた。
続いて、公開シンポジウム「徳島県民が知っておくべき予防
医学　〜病気にならないための秘訣〜」では、徳島大学大学
院医歯薬学研究部代謝栄養学分野からは阪上 浩教授に「肥満
から読み解く高齢者の栄養の問題点と管理」を、血液・内分
泌代謝内科学分野からは吉田 守美子准教授に「糖尿病とメタ
ボリックシンドロームの予防」をご講演いただき、また実践
地域医療・医科学分野からは粟飯原 賢一特任教授に「動脈硬
化から見た予防医学（アンチエイジングとウエルエイジング）」
をご講演いただいた。さらに徳島大学病院　リハビリテーショ
ン部からは佐藤 紀特任講師に「骨粗鬆症からみたロコモの予
防」を、徳島大学大学院医歯薬学研究部地域運動器・スポー
ツ医学講座からは藤谷 順三特任講師に「ピラティス：モーター
コントロールで運動器疾患予防」をご講演いただいた。以上、
徳島県で行われている最先端の医学研究や COVID-19感染症に
対する医療活動、および徳島県の特徴をふまえた疾病予防対
策等について、学ぶことが多い学会であった。
　本学術集会の開催にあたり、徳島県医師会、徳島医学会事
務局、関係スタッフの皆様およびご参加、ご協力いただいた
関係の皆様に、心より感謝申し上げます。

（文責： 予防医学分野　講師　釜野 桜子）

■ 第264回徳島医学会学術集会（令和３年度冬期）　

第68回 徳島大学解剖体慰霊祭

　令和 3 年12月15日（水）15時から徳島大学大塚講堂におい
て、第68回徳島大学解剖体慰霊祭が開催され、御遺族、白菊
会会員、医学部・歯学部・病院教職員、学生等関係者約220
人が参列いたしました。献体者の霊に黙祷を捧げた後、医学
部長、歯学部長をはじめとする関係者が追悼の辞を述べ、そ
の後参列者全員が祭壇に白菊を献花し、系統解剖、病理解剖
のために献体してくださった方々の亡き御霊6672柱の御冥福
をお祈りしました。献体運動等の活動により献体に対する世
間の理解が、ますます深まってきております。今後も引き続
き献体に対するご理解とご協力をお願いいたします。

蔵本事務部医学部学務課　

予防医学分野　教授　有　澤　孝　吉　
運動機能外科学分野　教授　西　良　浩　一　

医 学 部 だ よ り ２０２２．４．１
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　留学には行ってみたいけれどいきなり現地に行く
のは少し不安だと感じていた私は、感染症が流行し
ている今ならではのオンライン留学の手軽さに魅力
を感じ、参加してみることにしました。私のクラス
はメンバーのレベルが高く、日本国籍以外の様々な
国の方々も参加していましたが、皆英語が流暢で驚
きました。初めはその周りの雰囲気に圧倒され、な
かなか自分の意見を発言できず、クラスメンバーた
ちの議論についていくのに必死でした。しかし、あ
るメンバーから、「日本人のあなたたちはいつも指
名されるまで発言しないで待っている。なぜ日本人
は自分の意見を自分から言おうとしないのか？」と
言われました。この時私は自分の受動的な態度に気
づいたと同時に、日本人とその他の国の国民性や姿
勢の違いなども感じました。そこから英語の文法が
多少間違っていてもとりあえず発言するように心が

けていると、拙くても先生やメンバーは私の意見を
理解しようとしてくれたこともあり、だんだん堂々
と英語で思いを伝えられるようになっていきまし
た。この1か月という短い期間を通して、英語が流
暢になったわけではなく、英語で話すことが恥ずか
しいという気持ちがなくなり、自ら話そうという姿
勢を身に着けることができたように思います。また、
現地にこそ行っていませんが、様々な人との交流を
通して異文化をたくさん感じることができたので、
本当に参加して良かったと感じています。いつか海
外に行けるようになったときに、必ずこのオンライ
ン留学での経験を活かしてもっと自分の英語の力を
向上できると感じています。この留学を支えてくだ
さった方々、クラスのメンバーに心より感謝申し上
げます。

医学科２年次　大　野　純　佳　

　１年生の夏休みの4週間、南イリノイ大学のオン
ライン留学に参加させていただきました。
　オンラインでの留学になりましたが、よかった点
もありました。グループワークでは、内紛中のアフ
ガニスタン人や、タイの会社でインターンをしてい
る日本に住んでいる中国人など、いろいろな国や専
攻の人と授業を受けることができました。また、オ
ンラインだったので、学校の試験に重なっていても
大丈夫でした。

　自分の知らない世界を知ることや未知の体験をす
ることは、とても楽しいと感じています。海外大学
での学校生活についての話を聞いたことで、留学に
今まで以上に興味を持ち、英語学習の原動力にもな
りました。
　上級生では研究留学にも参加ができると聞いたの
で、まずはそこを目指して英語の勉強に励みたいで
す。貴重な体験をさせていただき本当にありがとう
ございました。

医学科２年次　塚　田　さ　ら　

　今回のオンライン留学には、英語に触れる機会を
増やしたいという思いで参加させていただきまし
た。以前も SIU オンライン留学に参加しましたが、
文法などそれまでに習っていた内容を英語で学ぶと
いう授業でした。今回は英語の記事を読み、要約し
たり、その内容についてクラスメイトと議論したり
しました。言語としての英語の学習ではなく、英語
を用いて一つの課題について考えを共有するとい

う、私のイメージする外国の授業を受けることがで
きた気がします。その中で質問に対して私の考えを
述べることが難しかったです。これは英語の使い方
の問題ではなく、はっきりとした自分の意見を持っ
ていないことが原因でした。自分を見つめる機会に
なったと同時に様々な意見を聞くことができ、楽し
かったです。貴重な経験をさせていただきました。
ありがとうございました。

医科栄養学科４年次　濵　宮　菜々子　

　夏休みの間、南イリノイ大学のオンライン留学に
参加させていただきました。オンライン授業では文
法、長文読解、発音、リスニングなどの幅広い学習
を通して毎日英語に触れ、英語をとても身近なもの
に感じることができました。また、授業中に英語で
先生や他の生徒と話す時間も多く、スピーキングの
練習をしながら海外の生活や文化なども学びまし
た。 1 か月間英語を使って授業に参加したことで、

英語を話すことにためらいがなくなり、上手く話せ
なくても自分の言葉で相手に伝えようとする姿勢が
身についたように思います。何よりも英語でコミュ
ニケーションをとることの楽しさに気づけたこと
は、今後の英語学習への意欲につながる良い経験に
なりました。
　最後にこのような貴重な機会を与えてくださった
皆様に心より感謝申し上げます。

医科栄養学科２年次　横　田　小　夏　

南イリノイ大学
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退 職 者 ご 挨 拶

　令和 4 年 3 月31日をもって耳鼻咽喉科学分野教授
を定年退職いたします。平成11年12月 1 日に赴任し
て以来、22年 4 か月の間、大変お世話になりました。
私は教育、研究、臨床の責任を果たし、耳鼻咽喉科
学教室を発展させるために努力してきました。幸い
優秀な人材に恵まれ、オリジナルな研究と特色ある

医療を行うことができました。医学部の皆さまの長
年のご厚情とご支援に心から感謝申し上げます。今
後も変わりなく、耳鼻咽喉科学分野へのご支援を賜
りますようお願いいたします。徳島大学医学部の
益々の発展を祈念して、退職の挨拶とさせていただ
きます。

耳鼻咽喉科学分野　教授　武　田　憲　昭　

　令和 3 年10月 1 日付けで精神医学分野の教授を拝
命いたしました。私の専門は統合失調症と気分障害
と認知症です。精神疾患は国の定める五大疾病の一
つであり、社会における精神科医師の診療の役割と
責務は非常に大きいと考えております。大学病院で
はエキスパート（専門医）による最先端の医療を提

供し、徳島県の精神医療の拠点として地域医療へ貢
献してまいります。今後ともご指導・ご鞭撻のほど
よろしくお願い申し上げます。

精神医学分野　教授　沼　田　周　助　

新 任 教 職 員 ご 挨 拶

　令和 3 年11月 1 日付けで地域医療人材育成分野・
特任教授を拝命いたしました。私は愛媛大学卒業後、
徳島大学旧第一内科に入局し、国立循環器病研究セ
ンター・米国ロチェスター大学・徳島大学病院にて
循環器内科医として研鑽を積んでまいりました。心
血管から全身を、全身から心血管を診る、全人的な

総合診療を行うことを目標としております。当寄付
講座は、愛媛県四国中央病院にて医学の実践教育を
行い、患者さんに寄り添った最高水準の治療を提供
できる人材の育成を目指しております。今後ともご
指導・ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し
上げます。

地域医療人材育成分野　特任教授　八　木　秀　介　

新任准教授紹介新任准教授紹介
異動年月日 異動内容 氏名 所属
Ｒ３．10．１ 採用 原　田　武　志 血液・内分泌代謝内科学
Ｒ３．10．１ 採用 合　田　光　寛 臨床薬理学
Ｒ３．10．１ 昇任 長谷川　一　宏 腎臓内科学
Ｒ３．10．１ 昇任 鳥　羽　博　明 胸部・内分泌・腫瘍外科学
Ｒ３．10．１ 昇任 角　田　奈　美 麻酔・疼痛治療医学
Ｒ３．11．１ 昇任 中　瀧　理　仁 精神医学
Ｒ４．１．１ 昇任 宮　本　弘　志 消化器内科学

　令和 4 年 3 月末をもちまして、定年退職いたしま
す。昭和63年12月に歯学部総務課に採用されてから
33年 4 ヶ月の間、徳島大学で勤務することができま
した。採用されたころはパソコンもまだ十分に普及
しておらず、すべて手書きで書類を作成していたこ
とを懐かしく思います。現在は遠隔授業ができるま
でＩＴが目覚ましく発達したことに時代の変遷を感
じずにはおれません。また、在職中とりわけ印象に

残っているのは、2019年に新設されたモンゴル国初
の大学病院の運営支援の一端を担ったことです。日
本とは違う極寒の世界、異文化に触れ海外に出て視
野を広げる大切さを今更ながら痛感いたしました。
　最後になりましたが、お世話になった教職員の皆
様、その時々に適切なご指導、ご支援を賜り充実し
た日々を過ごすことができましたことを心より感謝
申し上げます。長い間、ありがとうございました。

蔵本事務部長　木　虎　　　章　

　令和 4 年 3 月31日をもちまして、定年退職いたし
ました。徳島大学に縁あって、平成18年 4 月に赴任
し、16年間、教育研究の職に就かせて頂き、本当に
ありがとうございました。赴任時は、保健学科看護
学専攻の第１期生が卒業直後で、その後修士・博士
課程の新設と、看護学の教育研究体系が作られてい
く場に居合わせたことも幸いでした。その過程で

は、他の学問領域の先生方と接触する機会も多く、
議論を進める中で看護の独自性を追求することもで
きました。看護は、実践と研究、教育とかけ離れて
は意味をなさないと思います。ケアの対象である人
を忘れることなく，今後も医療チームや他分野領域
との連携が強化され、医学部のさらなる発展をお祈
りしております。

女性の健康支援看護学分野　教授　岸　田　佐　智　

医 学 部 だ よ り ２０２２．４．１
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1 2 3 4 5 6 7 8 9数字で見る医学部数字で見る医学部 〜令和４年３月　卒業者の進路状況〜
Ｒ４．3 現在

医　　学　　科
進　　路　　先 合計

JA 徳島厚生連吉野川医療センター 2
愛知県厚生農業協同組合連合会　豊田厚生病院 1
青州会病院 1
明石医療センター 1
赤穂中央病院 1
淡海医療センター 1
一般財団法人住友病院 1
大阪市立総合医療センター 2
大阪大学病院 1
岡山協立病院 1
鹿児島大学病院 1
川崎協同病院 1
関越病院 1
北播磨総合医療センター 2
京都第一赤十字病院 1
京都府立医科大学附属病院 2
京都府立医科大学附属北部医療センター 1
倉敷中央病院 1
公益財団法人甲南会　甲南医療センター 2
神戸市立西神戸医療センター 1
神戸赤十字病院 1
神戸大学附属病院 1
公立大学法人横浜市立大学附属病院 1
国際医療福祉大学　成田病院 1
国立国際医療研究センター病院 3
国立病院機構神戸医療センター 1
国立病院機構舞鶴医療センター 1
国家公務員共済組合連合会斗南病院 1
済生会栗橋病院 1
埼玉石心会病院 1
滋賀医科大学病院 1
静岡赤十字病院 1
自治医科大学附属病院 1
島田市立総合医療センター 1
市立川西病院 1
市立福知山市民病院 1
市立四日市病院 1
神鋼記念病院 2
製鉄記念広畑病院 1
総合犬山中央病院 1
高砂市民病院 1
高松赤十字病院 1
地域医療機能推進機構神戸中央病院 1
中部ろうさい病院 1
ツカザキ病院 1
筑波記念病院 1
東京女子医科大学東医療センター 1
東京高輪病院 1
東京都立駒込病院 1
徳島県鳴門病院 2
徳島県立中央病院 5
徳島市民病院 3
徳島赤十字病院 12
徳島大学病院 10
奈良県総合医療センター 1
西神戸医療センター 1
西宮市立中央病院 1
西淀病院 1
日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院 1
日本赤十字社高知赤十字病院 1
兵庫県立淡路医療センター 1
兵庫県立西宮病院 1
福岡徳州会病院 1
ベルラッド総合病院 1
松戸市立総合医療センター 1
名鉄病院 1

安佐市民病院 1
横浜市立大学附属市民総合医療センター 1
横浜市立みなと赤十字病院 1

小　　　　計 104
未定 17

小　　　　計 17
合　　　　計 121

医科栄養学科
進　　路　　先 合計

株式会社 nobitel 1
（医）平成博愛会　博愛記念病院 1
（医）松風会　江藤病院 1
大阪府済生会泉南医療福祉センター 1
金沢市職員 1
株式会社コメヤ薬局 1
株式会社ナリコマグループ商品企画部献立課 1
国立大学法人 徳島大学 1
西条市役所 1
社会福祉法人 恩賜財団 済生会今治病院 1
宝塚市職員（宝塚市立病院） 1
徳島県職員 1
日清医療食品株式会社 2
友栄食品興業株式会社 1
伊藤記念病院 1
医療社団法人ユニメディコ 1
株式会社中央     1
社会医療法人美杉会 1
神戸大山病院 1
大塚製薬工場株式会社 1
鳥取市職員 1
独立行政法人　地域医療機能推進機構　滋賀病院 1

小　　　　計 23
大 学 院 進 学

徳島大学大学院医科栄養学研究科博士前期課程 21
徳島大学大学院医学研究科博士前期課程 1

小　　　　計 22
未定 4

小　　　　計 4
合　　　　計 49

保健学科：看護学専攻
進　　路　　先 合計

徳島大学病院 12
徳島県職員 6
岡山大学病院 5
徳島赤十字病院 3
徳島県病院局 2
香川大学医学部附属病院 2
愛媛大学医学部附属病院 2
大阪市立大学医学部附属病院 2
兵庫県立西宮病院 2
徳島健生病院 1
徳島県立中央病院 1
阿南医療センター 1
徳島市職員 1
明石市職員 1
大阪大学医学部附属病院 1
大阪府済生会泉尾病院 1
加古川中央市民病院 1
亀井病院 1
関西医科大学附属病院 1
関西労災病院 1
北播磨総合医療センター 1
九州大学 1
高知医療センター 1
高知県職員 1
神戸大学医学部附属病院 1

済生会滋賀県病院 1
静岡県立こども病院 1
鳥取市立病院 1
西神戸医療センター 1
西宮市職員 1
松江赤十字病院 1
松山市職員 1
枚方市職員 1
和歌山県臨時養護教諭待機 1

小　　　　計 61
大 学 院 進 学

徳島大学大学院 10
神戸市看護大学大学院 1

小　　　　計 11
未定 1

小　　　　計 1
合　　　　計 73

保健学科：放射線技術科学専攻
進　　路　　先 合計

徳島大学病院 2
徳島赤十字病院 2
済生会和歌山病院 1
松山市民病院 1
近森病院 1
神戸大学医学部附属病院 1
和歌山労災病院 1
大阪府豊中市職員 1
中津市民病院 1
岡山中央病院 1
島根大学医学部附属病院 1
愛媛県職員 1
松山赤十字病院 1
国立病院機構東海北陸グループ 1
久留米大学病院 1
古賀総合病院 1
国立病院機構中四国グループ 1
横浜市立大学病院 1

小　　　　計 20
大 学 院 進 学

徳島大学大学院 12
大阪大学大学院 2

小　　　　計 14
未定 4

小　　　　計 4
合　　　　計 38

保健学科：検査技術科学専攻
進　　路　　先 合計

徳島県職員 2
EP 綜合 1
星ヶ丘医療センター 1
高松市立みんなの病院 1
和歌山ろうさい病院 1
エイツーヘルスケア 1
徳島平成病院 1
和昌会　貞本病院 1
香川県厚生農業協同組合連合会　屋島総合病院 1
宝塚第一病院 1
日本赤十字社　高知赤十字病院 1

小　　　　計 12
大 学 院 進 学

徳島大学大学院 4
大阪大学大学院 1
岡山大学大学院 1

小　　　　計 6
合　　　　計 18
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医療教育学分野　教授 赤　池　雅　史
白衣授与・Student Doctor 認定証授与式白衣授与・Student Doctor 認定証授与式

◆◆◆　受賞者紹介　◆◆◆

第47回徳島医学会賞
岡　田　朝　美（徳島大学病院小児科）

「循環血中遊離DNAを用いた膵β細胞傷害の新規検出法の確立」
元　木　由　美（博愛記念病院）

「COVID-19治療後患者に対する廃用リハビリテーションの重要性」
※第263 回徳島医学会学術集会（令和3年8月29日）において受賞者が選考
されました。

令和３年度岡奨学賞
清　水　真祐子（疾患病理学分野　助教）

「非アルコール性脂肪肝炎の病態解明および予防・治療法の
開発」

西　山　祐　一（医用理工学分野　助教）
「正常組織選択的に作用する p53 制御性放射線防護剤の開発」
※医学部および先端酵素学研究所において、基礎医学における研究成果が
顕著な人を表彰する賞です。

第26回若手奨励賞
西　條　早　希（徳島大学病院卒後臨床研修センター）

「当院における先天性血友病患者（成人例）の実態調査～移行
期医療の重要性～」

吉　川　紘　平（徳島大学病院卒後臨床研修センター）
「TIA 様発作を契機に診断されたインスリノーマの一例」

※第263回徳島医学会学術集会（令和3年8月29日）において受賞者が選考
されました。

　令和 4 年1月11日、大塚講堂にて、医学科 4 年生120名を対象
に、白衣授与・Student Doctor 認定証授与式が行われました。
昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症対策のために、
三密を避けて、参加は体調確認の上、学生および学内関係者に
限定し、記念撮影の時以外は常時マスク着用で実施しました。
第一部では赤池雅史医学部長、香美祥二病院長、荒瀬誠治青藍
会会長からのご挨拶と杉本花奈乃さんの学生代表宣誓の後、代
表である林恒太朗さんをはじめ学
生ひとりずつに徳島大学病院のエ
ンブレムが肩に刺繍された白衣と
全国医学部長病院長会議発行の
Student Doctor 認定証が授与され
ました。第二部ではキャリア形成
教育として、脇野修先生（腎臓内
科学分野教授）と大藤純先生（救
急集中治療医学分野教授）のご講
演が行われました。
　臨床実習前教育を修了し、共用
試験医学系 CBT（コンピュータを
用いて知識を評価する試験）と
OSCE（シミュレーションによる臨
床能力試験）に合格した医学生は、
Student Doctor と し て、 4 年 次 1

月から卒業までに65週間のクリニカル・クラークシップ（診療
参加型臨床実習）を履修します。令和 5 年度からは Student 
Doctor が法的に位置付けられることになっており、診療参加
型臨床実習での医行為の実施促進が期待されています。最後に
なりましたが、この度、学生に授与された白衣は青藍会からの
ご寄贈によるものであり、この場をお借りして厚く御礼を申し
上げます。

医学部ベストティーチャー・
オブ・ザ・イヤー2021

 
桑　野　由　紀

（遺伝情報医学分野　講師）
志　内　哲　也

（統合生理学分野　准教授）
下　北　英　輔

（顕微解剖学分野　助教）

 
中　本　晶　子

（実践栄養学分野　助教）
　

佐々木　幹　治
（放射線治療学分野　助教）

医 学 科 医科栄養学科

保健学科

※学生の投票に基づき選考される賞です。

医学部医学科ベストティーチャー・オブ・ザ・
イヤー・イン・クリニカル・クラークシップ2021
 
上　野　義　豊（救急集中治療部　助教）
河　北　貴　子（地域産婦人科診療部　特任准教授）
倉　橋　清　衛（血液・内分泌代謝内科学分野　助教）
中　野　勇　希（救急集中治療部　医員）　

医 学 科

※学生の投票に基づき選考される賞です。

 
森　根　裕　二

（消化器・移植外科学分野　准教授）

 
飯　藤　大　和

（看護技術学分野　助教）

医学優秀教育賞

保健学優秀教育賞 ※医学科、医科栄養学科、保健学科の
教育および学生指導に貢献した人を
表彰する賞です。

 
黒　田　雅　士

（代謝栄養学分野　特任助教）

栄養学優秀教育賞

令和３年度医学部優秀教育賞

医 学 部 だ よ り ２０２２．４．１
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徳島大学は、学校教育法
第109条第 2項の規定に
よる「大学機関別認証評
価」を受け、「大学評価基
準を満たしている」と認
定されました。
（令和２年３月24日）

　●　認証評価機関
　独立行政法人大学改革支援・学位授与機構

　●　認証期間　7年間

編集
後記

　冬季オリンピックが北京で開催されました。私達が目にするのはオリン
ピックの舞台ですが、そこに至るまでの選手達の日々の努力を目にするこ
とはありません。成果を求められることもありますし、結果を出すことも
大事です。しかし、そのためにどれだけ本気で取り組めたか、努力できたか、
その過程も大切です。このことが次に繋げるための貴重な経験となります。
特に、学生生活の中では、この過程こそがより重要だと思います。新入生
の皆さんには、勉学（これが主ですが）以外にも何か目標を持って色々な
ことにチャレンジしてもらいたいと思います。目標を達成するまでの過程
を頑張り、楽しみ、次の舞台に進んでもらいたいと思います。
� （医学部広報委員会　副委員長　野間口雅子）

◆◆◆　受賞者紹介　◆◆◆

令和３年度　中田賞

　この度は、名誉ある中田賞をいただき大変光栄に存じ
ます。新型コロナウイルスの感染拡大という大変な状況
が続くなかで、学びを継続できるようご尽力いただいた
先生方や職員の皆様、共に支え合った友人、温かく見守っ
てくれた家族、本当に多くの方々に支えられ、充実した
6年間を送ることができました。心より感謝申し上げま
す。この受賞を励みに、医師として社会に貢献できるよ
う今後も精進してまいります。

第68回医学科卒業生（令和4年3月卒業）
坂　尾　祐佳子

令和３年度　児玉賞

　この度は、名誉ある児玉賞をいただき大変光栄に存じ
ます。温かくご指導くださった先生方や先輩方、共に支
え合った友人、そして、どんな時も優しく見守ってくれ
た家族の支えがあり、非常に充実した大学生活を送るこ
とができました。この場を借りて、心より感謝申し上げ
ます。今後もこの賞を励みとし、私の理想とする社会に
貢献できる管理栄養士を目指し、日々精進してまいりた
いと思います。

第5回医科栄養学科卒業生（令和4年3月卒業）
鈴　木　由　紀

令和３年度　放射線技術科学専攻賞

　この度は、名誉ある放射線技術科学専攻賞をいただき
身に余る光栄です。これまでの 4年間の努力が間違いな
かったと自分に自信を持つことができました。また、コ
ロナ禍での学校生活を余儀なくされましたが、そのよう
な中でも充実した講義、実習等を懇切丁寧にご教授いた
だきました先生方をはじめ、日ごろからご愛顧いただき
ました皆様方にはこの場をお借りして、深く感謝申し上
げます。今後もこの受賞を励みに、診療放射線技師とし
て医療に貢献できるよう、日々精進してまいります。

第17回放射線技術科学専攻卒業生（令和4年3月卒業）
植　木　勇　弥

令和３年度　看護学専攻賞

　この度は、栄誉ある看護学専攻賞をいただき大変光栄
に思います。この賞をいただけたのは、支えてくださっ
た先生方や職員の皆様、共に努力し助け合った友人、い
つでも味方でいてくれた家族のおかげです。心より感謝
申し上げます。コロナ禍ではありましたが、その中でも
大変充実した大学生活を送ることができ、成長を感じら
れた4年間でした。今後もこの賞を励みとし、努力を重ね、
社会に貢献できるよう精進してまいります。

第17回看護学専攻卒業生（令和4年3月卒業）
大　原　　　栞

令和３年度　医学部優秀学生賞令和３年度　検査技術科学専攻賞

　この度は、名誉ある検査技術科学専攻賞をいただき大
変光栄に思います。この賞をいただけたのは、ご指導し
てくださった先生方、苦楽を共にした友人、見守ってく
れた家族の支えのおかげです。お世話になりました皆様
に心より感謝申し上げます。コロナ禍で制限もありまし
たが、その中でも様々な経験をさせていただき、大きく
成長できた4年間でした。この受賞を励みに、今後も感
謝の気持ちを忘れず、学び続ける姿勢を持って日々精進
してまいります。

第17回検査技術科学専攻卒業生（令和4年3月卒業）
東　　　野　乃

【学生】
医 学 科 ６ 年 次
医 学 科 ３ 年 次
医 科 学 教 育 部 博 士 課 程 ４ 年 次
医 科 栄 養 学 科 ４ 年 次
保 健 学 科 看 護 学 専 攻 ２ 年 次
保 健 学 科 看 護 学 専 攻 ２ 年 次
保 健 学 科 放 射 線 技 術 科 学 専 攻 ４ 年 次
保 健 学 科 検 査 技 術 科 学 専 攻 ４ 年 次
保健科学教育部博士前期課程保健学専攻２年次

：木　内　華　由
：中　井　洸　我
：杉　浦　宏　祐
：田　中　咲　衣
：桝　本　恭　加
：堤　　　菜々子
：山　本　さくら
：松　田　修　己
：山　下　　　奏

【学生団体】
　保健学科看護学専攻：徳大看護災害支援ボランティアチーム

　　　　　　　　　　　（代表・山畠　久実　外６名）
※各種活動等において顕著な功績があった学生又は学生団体を表彰する賞です。
※年次は選考時のものです。
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